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協
会
の
組
織
部
は
、
①
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
決
算

書
か
ら
見
る
新
規
開
業
の
経

営
②
新
規
個
別
指
導
対
策
と

日
常
の
カ
ル
テ
の
書
き
方
注

意
点
の
２
部
構
成
で
、
新
規

開
業
医
講
習
会
を
３
日
、
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
歯
科

医
師
23
人
が
参
加
。
柄
溝
宗

冨本昌之氏（経税部長）が談話

新規開業医
講　習　会

経
営
指
標・指
導
対
策
学
ぶ

ホームページ　http://harmonic-net.co.jp/index.tml

生
税
理
士
、
安
積
中
理
事
、

土
田
仁
社
保
研
究
部
員
が
講

師
を
務
め
た
。

　

安
積
氏
は
、
診
療
が
終
わ

っ
た
ら
そ
の
つ
ど
カ
ル
テ
に

記
載
す
る
こ
と
、
カ
ル
テ
の

保
存
期
間
は
治
癒
後
５
年
間

だ
が
医
療
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

に
備
え
て
10
年
保
存
し
た
ほ

う
が
良
い
な
ど
、
適
正
な
カ

ル
テ
記
載
と
保
存
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

自
身
の
個
別
指
導
の
経
験
も

交
え
な
が
ら
、
カ
ル
テ
の
傷

病
名
は
先
生
自
身
が
書
く
こ

と
、
主
訴
は
患
者
の
言
葉
で

書
く
こ
と
、
歯
周
組
織
検
査

で
は
残
存
歯
す
べ
て
の
検
査

結
果
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

麻
酔
薬
剤
量
は
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
の
容
量
で
は
な
く
実
際
に

使
用
し
た
量
を
記
載
す
る
こ

と
な
ど
、
カ
ル
テ
記
載
の
注

意
点
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
納
得
の
い
か
な
い

減
点
に
は
僅
か
で
あ
っ
て
も

再
審
査
請
求
し
て
正
当
性
を

主
張
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

強
調
し
た
。「
カ
ル
テ
を
紛

失
し
な
い
よ
う
に
の
り
貼
り

を
し
て
い
る
か
」「
技
工
指

示
書
は
詳
し
く
記
載
す
る
よ

う
に
」「
実
地
指
導
の
時
間

を
き
ち
ん
と
記
入
す
る
」
な

ど
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

新
規
個
別
指
導
時
の
指
摘
事

項
と
、
厚
労
省
の
個
別
指
導

強
化
方
針
や
社
会
保
険
庁
解

体
に
よ
り
指
導
・
監
査
は
地

方
厚
生
局
が
担
う
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

土
田
氏
は
、
指
導
と
は
保

険
診
療
の
質
的
向
上
と
適
正

化
を
目
的
に
し
て
お
り
、
懇

切
丁
寧
に
教
育
的
観
点
か
ら

周
知
徹
底
す
る
の
が
趣
旨

で
、
指
導
の
形
態
が
集
団
指

導
、
集
団
的
個
別
指
導
、
個

別
指
導
の
３
つ
に
分
か
れ
る

な
ど
指
導
の
仕
組
み
に
つ
い

て
解
説
し
、
個
別
指
導
に
お

い
て
は
協
会
運
動
に
よ
っ
て

録
音
や
弁
護
士
の
帯
同
が
可

能
だ
と
紹
介
し
た
。

　

柄
溝
氏
は
、
格
差
社
会
が

広
が
り
生
活
が
厳
し
く
歯
科

受
診
を
控
え
る
な
ど
、
患
者

に
な
り
た
く
て
も
な
れ
な
い

人
が
増
え
る
な
か
で
、
自
分

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
患
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
視
点
を
持

つ
こ
と
や
、
ス
タ
ッ
フ
が
力

を
十
分
発
揮
で
き
る
仕
掛
け

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
と

強
調
し
た
。

　

歯
科
医
院
経
営
の
指
標
は

統
計
的
な
収
入
と
経
費
の
バ

ラ
ン
ス
に
あ
り
、
自
医
院
の

可
処
分
所
得
を
つ
か
む
こ
と

で
、
自
分
が
ど
う
い
う
患
者

層
に
来
院
し
て
欲
し
い
の

か
、
経
営
計
画
と
生
活
設
計

が
可
能
に
な
る
と
指
摘
。
国

民
の
健
康
志
向
が
強
ま
る
な

か
で
、
歯
科
医
院
が
患
者
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
く
み
取
れ

ば
歯
科
医
療
は
発
展
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
患
者
に
喜
ば

れ
る
医
院
づ
く
り
を
目
指
し

て
欲
し
い
と
展
望
を
述
べ

た
。

い
、
事
前
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
を

塗
っ
た
顎
模
型
を
用
い
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
衛
生
士
が
個
別

に
対
応
し
、
参
加
者
か
ら
出

さ
れ
た
日
常
診
療
で
の
疑
問

や
不
安
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
答
え
な
が
ら
、
参
加
者
の

目
の
前
で
ス
ト
ー
ン
や
ス
ケ

ー
ラ
ー
の
動
か
し
方
を
指
導

し
た
。

　

講
習
会
の
終
盤
で
は
、
個

別
指
導
に
よ
る
実
習
を
通
じ

て
日
頃
の
疑
問
や
不
安
が
解

消
さ
れ
、
自
信
を
持
っ
て
取

り
組
む
参
加
者
の
様
子
が
伺

え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
説
明

だ
け
で
な
く
、
実
習
で
コ
ツ

が
つ
か
め
た
」「
改
善
点
を

指
摘
し
て
も
ら
え
て
良
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
重

ね
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

師
は
、
同
部
の
福
池
久
恵
氏

ら
歯
科
衛
生
士
４
人
が
務
め

た
。

　

福
池
氏
は
、
ス
ケ
ー
ラ
ー

・
ス
ト
ー
ン
の
特
徴
や
研
ぐ

角
度
・
箇
所
、
ス
ケ
ー
ラ
ー

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
動
か

し
方
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
。
正
し
い
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
リ
ン
グ

は
、
患
者
の
歯
肉
を
傷
つ
け

ず
、
痛
み
を
与
え
な
い
こ
と

に
繋
が
る
な
ど
重
要
性
を
説

明
し
た
。

　

実
習
で
は
、
各
自
が
普
段

か
ら
医
院
で
使
っ
て
い
る
ス

ケ
ー
ラ
ー
を
持
参
し
て
も
ら

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
、
歯
科
衛
生
士
を

対
象
に
し
た
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
を
３
日
、
保
険
医
会
館
で

開
き
25
人
が
参
加
し
た
。
講

的
税
」
に
名
を
変
え
た
消
費

税
の
税
率
引
き
上
げ
で
、
減

税
補
填
財
源
を
賄
お
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い

る
大
企
業
等
へ
の
減
税
を
止

め
、
法
人
税
率
を
１
９
８
５

年
当
時
の
43
・
３
％
に
戻
す

な
ど
根
本
的
な
税
制
の
組
み

換
え
を
行
え
ば
、
そ
の
場
し

の
ぎ
の
「
見
直
し
」
で
は
な

く
、
医
療
・
社
会
保
障
費
の

総
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
（
表
３
）。

　

今
、
国
会
で
は
税
制
改
革

法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。
確
定
申
告
期
に
、
自
ら

納
税
し
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
国
政
予
算
上
反
映
さ
れ
て

い
く
の
か
、
納
税
者
の
権
利

と
し
て
注
目
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、「
構
造
改
革
」

路
線
の
政
策
的
誤
り
の
根
本

で
あ
る
大
企
業
・
大
資
産
家

減
税
に
は
メ
ス
を
入
れ
よ
う

と
は
せ
ず
、「
社
会
福
祉
目

改
革
」・
社
会
保
障
費
削
減

政
策
に
対
す
る
ノ
ー
の
世
論

の
声
に
押
さ
れ
て
、
一
定
の

「
見
直
し
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
表
２
）。

ツ
ケ
を
国
民
へ
の
大
衆
増
税

で
払
わ
せ
る
と
い
う
税
制
の

仕
組
み
に
あ
り
ま
す（
表
１
）。

　

参
院
選
敗
北
後
に
発
足
し

た
福
田
政
権
で
は
、「
構
造

（
詳
し
く
は
本
紙
５
面
の
佐

飛
税
理
士
論
文
を
参
照
）。

　

こ
の
原
因
は
、
一
握
り
の

大
企
業
・
大
資
産
家
に
最
大

限
優
遇
し
て
減
税
し
、
そ
の

　

一
方
、
財
界
・
大
企
業
は

過
去
最
低
の
法
人
税
率
（
基

本
税
率
30
％
）
の
下
、
バ
ブ

ル
期
を
超
え
る
史
上
空
前
の

経
常
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す

　

今
日
か
ら
、
昨
年
１
年
間

の
個
人
所
得
額
お
よ
び
納
税

額
を
自
主
的
に
確
定
し
、
申

告
す
る
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
小
泉
・
安
倍
政

権
が
す
す
め
て
き
た
格
差
社

会
を
生
む
「
構
造
改
革
」
路

線
が
、
参
院
選
で
の
与
党
の

歴
史
的
敗
北
で
、
国
民
か
ら

ノ
ー
の
判
断
が
下
さ
れ
る
と

い
う
象
徴
的
な
年
で
し
た
。

　

「
構
造
改
革
」
の
７
年
間

に
、
財
界
の
要
求
を
丸
呑
み

に
し
た
社
会
保
障
・
医
療
費

抑
制
政
策
が
一
貫
し

て
実
行
さ
れ
ま
し

た
。多
く
の「
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
」と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
が
生
み

出
さ
れ
、
所
得
格
差

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
携
わ
る

歯
科
医
療
も
、
一
部

負
担
割
合
と
保
険
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ

で
受
診
患
者
が
減

り
、
度
重
な
る
診
療

報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定

も
あ
い
ま
っ
て
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

収
支
バ
ラ
ン
ス･

カ
ル
テ
記
載

社会保障・医療費総枠拡大を
すすめる税制と予算配分に

歯科臨床・
学術学会部

正
し
い
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
体
験

衛
生
士
対
象
セ
ミ
ナ
ー
開
く

カルテ記載や文書添付を説明する
安積氏＝３日、Ｍ＆Ｄホール 　　

実際にシャープニングを体験する参加者
＝３日、保険医会館 　　　　　　　　　

（表１）庶民には増税、大企業・大資産家には減税

（表２）社会保障削減「見直し」の動き

（表３）ＧＤＰ比２０～２２％程度の社会保障給付で
　　　 こんなことが可能になる

庶民への大増税（主なもの） 大企業・大資産家への減税
内　　　容 平年度額 内　　容 平年度額

定率減税の半減・廃止 ３兆３７３４億円 減価償却制度の見直し ７３６１億円
配偶者特別控除の廃止 ７３４４億円 研究開発減税 ５８８０億円
高齢者への増税 ４７９０億円 ＩＴ投資減税 ５５５０億円
消費税の免税点引き下げ等 ６３００億円 連結納税制度の創設 ７９８０億円
合　　　計 約５兆２０００億円 欠損金の繰越期間の延長 １２７０億円

証券優遇税制 １兆　　　円
※このほか、酒税やたばこ税など増税 土地取引関係の減税 ３６５３億円

相続税・贈与税の減税 １２３０億円
合　　　計 約４兆３０００億円

７０～７4歳の医療費窓口負
担２割化 ⇒ １年間、１割のまま凍結

後期高齢者の新規保険料
徴収 ⇒ 半年は徴収せず、半年は９

割減額、その後１年は５割

児童扶養手当の給付削減 ⇒ 凍結

障害者自立支援制度 ⇒ 自己負担上限額を下げる

介護保険料 ⇒ 住民税増税にともなう経
過措置の延長を検討中

０５年度 ２５年度

年金 ８.５％ ⇒ １０.６％ マクロ経済スライドをやめ、物価
・賃金スライドを実施
最低保障年金を導入（月５万円⇒
段階的に７万円に）

医療 ５.５％ ⇒ ７.２％ 窓口負担の軽減（中学生まで無料化、
現役世代２割、高齢者は１割以下に）

介護 １.１％ ⇒ ２.５％ 介護報酬の引き上げ、ホテルコスト徴
収中止、認定率・受給率の引き上げ


